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食料自給率を考えよう 
 

 食料自給率とは、国内で消費される食料がどのくらい国内で生産されるかを示す物差しとなるものです。

日本の食料自給率は、カロリーベース（食材のエネルギー量をもとに計算したもの）で約４０パーセント。世界

の先進国の中で最低の水準です。半分以上の食べ物を外国からの輸入に頼っています。 

 

 今月の給食では、１９日に「千産千消」（＝千葉県産のものを千葉県で消費すること）

の献立として、柏産をはじめ千葉県産の食材を多く取り入れた献立を実施します。 

地場産物を食卓に取り入れることは、新鮮で安全な食材を手に入れることができ

たり、輸送にかかるコストを減らし環境にもよいということのほかに、食料自給率の向

上にもつながります。 

ご家庭でも、「食料自給率」という面から食生活を考えてみてはいかがでしょうか。 

 

食生活を見直してみよう 

 

① ご飯を中心に魚や肉をバランスよく組み合わせ、野菜をたっぷり使った 

食事を心がけよう。 

② 食べ残しを減らそう。（作りすぎない、買いすぎない、頼みすぎない） 

③ 地産地消・・・地元でとれる食材を日々の食事に取り込もう。 

④ 旬のものを選ぼう。（味よし、栄養よし、値段も手ごろ） 

 

 

小学生のみなさんは

おうちの人と 

よみましょう。 

食卓に欠かせない！「ご飯」の魅力をみてみよう 



 


